
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 C2101 

令和５年度 工業科 
 

科目 情報技術基礎 単位数 ２ 必要Ｓ出席数 ４ 

使用教科書 情報技術基礎 新訂版（実教出版） 

副教材等 なし 

 年間総数 １範囲 ２範囲 ３範囲 

レポート ６通 ２ ２ ２ 

スクーリング １５回 ５ ５ ５ 

テスト ３回 ○ ○ ○ 

課題・実習等     

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解するとともに、情報技術に関する知識と技術を習得

し、工業の各分野において情報及び情報手段を主体的に活用する能力と態度を育む。スクーリングではレ

ポートに出題する学習内容の説明を行う。また、３範囲では学校のパソコンを用いて、実際にプログラミ

ングをしながら学習をする。専門的な内容もあるため、必要スクーリング出席回数のみではなくできるだ

け多く出席するようにしましょう。スクーリングと併せて多様なメディアによる学習を行い、より理解を

深めましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 情報化の進展と産業社会、情報モラル及び情報のセキュリティ管理の知識を身に付け、情報化の進展

が産業社会に及ぼす影響と情報技術に関する知識と技術を習得している。 

 数の表現と演算、論理回路及びコンピュータの動作原理について理解し、コンピュータに関する基礎

的・基本的な知識と技術を習得している。 

 コンピュータのハードウェアとソフトウェアなどについて学習し、コンピュータシステムに関する基

礎的・基本的な知識と技術を習得している。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報技術に関する知識

と技術に関心をもち、

その習得に向けて主体

的に取り組み、実際に

活用しようとする創造

的な態度を身に付けて

いる。 

情報技術に関する諸問

題の解決をめざし、自

ら思考を深め、基礎的・

基本的な知識と技術を

活用し、適切に判断・

表現をする能力を身に

付けている。 

情報技術に関する技

術・技能を身に付け、

実際に情報手段として

活用することができ

る。 

情報技術に関する基礎

的・基本的な知識を理

解し、情報化社会の進

展と情報技術の意義や

役割について理解して

いる。 

評
価
方
法 

 観察(ｽｸｰﾘﾝｸﾞ) 

 記述の点検(ﾚﾎﾟｰﾄ) 

 多様なﾒﾃﾞｨｱによる

学習:視聴報告書 

 観察(ｽｸｰﾘﾝｸﾞ) 

 記述の点検(ﾚﾎﾟｰﾄ) 

 多様なﾒﾃﾞｨｱによる

学習:視聴報告書 

 記述の確認及び分

析(ﾚﾎﾟｰﾄ) 

 定期考査(ﾃｽﾄ) 

 多様なﾒﾃﾞｨｱによる

学習:視聴報告書 

 記述の確認及び分

析(ﾚﾎﾟｰﾄ) 

 定期考査(ﾃｽﾄ) 

 多様なﾒﾃﾞｨｱによる

学習:視聴報告書 

 学習指導要領(第１章第７款の４)に則り、ラジオ・テレビ放送その他の多様なメディアを利用して行う学習によ

る面接指導時間数の免除(面接指導の時間数のうち 10 分の６以内の時間数を免除)の制度を活用する。 
 学年末に５段階で評価する。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

範
囲 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

Ⅰ 

産
業
社
会
と
情
報
技
術 

情報と生活 ○ ○  ○ 
a,b,d:情報と生活の関わりについて正しい

知識を身に付け判断し、積極的に活用しよ

うとしている。 

 レポート 

 スクーリング 

 

 多様なメデ

ィアによる学

習 :視聴報

告書 

コンピュータの構成  ○  ○ 

c,d:コンピュータの処理装置や周辺装

置について理解し、それぞれの役割に

ついて適切に表現することができる。 

情報化の進展と産業社会 ○ ○  ○ 

a,b,d:日常生活におけるコンピュータの利

用と様々な分野との関連を理解し、現代社

会に果たす役割や意義を表現することがで

きる。 

情報化社会の権利とモラル ○ ○ ○ ○ 
a,b,c,d:情報化社会における自分と他人の

権利を理解し、正しいモラルを身に付け実

際に活用することができる。 

データの表し方  ○ ○ ○ 

b,c,d:コンピュータで用いるデータの

表し方について、２・１０・１６進数で

の数の表し方を理解し、変換の計算な

どを行うことができる。 

Ⅱ 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア 

論理回路の基礎  ○ ○ ○ 

b,c,d:コンピュータ内部の演算や制御を行

う論理回路について理解し、基本論理回路

の特徴を表現し計算することができる。 
 レポート 

 スクーリング 

 

 多様なメデ

ィアによる学

習 :視聴報

告書 

プログラム言語 ○ ○  ○ 

a,b,d:プログラムが現代社会に果たす役割

や意義について理解し、プログラム言語の

特徴や作り方について適切に説明すること

ができる。 

流れ図とアルゴリズム  ○ ○ ○ 

b,c,d:基本的なアルゴリズムの考え方と図

で示す方法を理解し、流れ図を活用したプ

ログラムの表現を行うことができる。 

Ⅲ 

Ｃ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

C の特徴 ○   ○ 
a,d:産業界で広く利用される C 言語の特徴

を理解し、プログラミング言語の基礎的・基

本的な知識を身に付けている。 

 レポート 

 スクーリング 

 

 多様なメデ

ィアによる学

習 :視聴報

告書 

四則演算プログラム ○  ○ ○ 
a,c,d:データ型の違いについて理解し、デ

ータの入出力の方法を身に付け、実際に活

用することができる。 

分岐処理  ○ ○ ○ 
b,c,d:if 文による分岐処理の方法について

理解し、内容によって条件等を変更し表現

することができる。 

繰り返し処理  ○ ○ ○ 
b,c,d:for 文による繰返し処理の方法につ

いて理解し、繰返す回数に応じて初期値・条

件・増分を変更し表現することができる。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:技能   d:知識・理解 

 


